
(単位:千円）

〔資産の部〕 〔負債の部〕

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 3,975,855 （１）地方債 28,901,276
（２）民生費 3,039,889
（３）衛生費 326,172 （２）債務負担行為
（４）労働費 162,089 　①物件の購入等 0
（５）農林水産業費 5,503,264 　②債務保証又は損失補償 0
（６）商工費 1,375,795 　　債務負担行為計 0
（７）土木費 40,318,032
（８）消防費 190,984 （３）退職給与引当金 3,442,950
（９）教育費 23,145,564
（１０）その他 556,857 （４）その他 0
計 78,594,501
（うち土地 27,432,168 ） 固定負債合計 32,344,226
有形固定資産合計 78,594,501

２．流動負債
２．投資等
（１）投資及び出資金 714,714 （１）翌年度償還予定額 3,047,834
（２）貸付金 1,178,572
（３）基金 （２）翌年度繰上充用金 0
　①特定目的基金 2,980,397
　②土地開発基金 444,492 流動負債合計 3,047,834
　③定額運用基金 2,050
　　　基金計 3,426,939 負債合計 35,392,060
（４）退職手当組合積立金 0
投資合計 5,320,225

〔正味資産の部〕
３．流動資産
（１）現金・預金 １．国庫支出金 15,091,408
　①財政調整基金 588,660
　②減債基金 459,150 ２．都道府県支出金 6,371,784
　③歳計現金 330,632
　　現金・預金計 1,378,442 ３．一般財源等 29,133,711
（２）未収金
　①地方税 497,110 正味資産合計 50,596,903
　②その他 198,685
　　未収金計 695,795

流動資産合計 2,074,237

資産合計 85,988,963 負債・正味資産合計 85,988,963

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等 515,669 千円
②債務保証及び損失補償 182,374 千円
③利子補給等に係るもの 0 千円

昨年度と比べて資産が20億円程度の減額になっています。減額要因としては有形固定資産△14
億3千万円、貸付金△1億7千万円、減債基金△1億4千万円、歳計現金△1億1千万円となっていま
す。

有形固定資産で減額が大きかったのは農林水産業費と土木費でそれぞれ6億1千万円と4億9千万
円の減額でした。これは平成19年度に行った建設事業に比べ減価償却額が大きいためです。

負債は全体で21億8千万円の減額になっています。正味資産は差引で1億8千万円の増額になっ
ています。
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